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 インドカレーのパウダー 6種類（パキスタン製の Chickenスパイスミックス，Chicken Broast
スパイスミックス，Kormaスパイスミックス，Nihariスパイスミックス，Karahi Goshtマサラ
スパイスミックス，日本の A社製品），洋風カレーのパウダー 3種類（イギリス製品，日本の B社，
C社製品），および洋風カレーのルウ 9種類（日本の B社，C社，G社各々の甘口，中辛，辛口）
を用いた．
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2．調 理
 カレールウは，小麦粉 10.5gをバター 7gで炒め，カレーパウダー 2.5gを加えて調製した．
















のパウダー 100g当たりの DPPHラジカル捕捉活性は 7,560～ 482μmol AsA 当量となり，製品
間で差が大きかったが，日本の A社製品の活性が最も高く 7,560μmol AsA当量であった．パ
キスタン製のカレーパウダーの活性は Nihari＞ Karahi Gosht＞ Chiken Broastの順に小さくな
り 2,780～ 1,990μmol AsA当量であり，A社製品の約 1／ 3の活性であった．パキスタン製カ
図 1  カレーパウダーおよびカレーソースの DPPHラジカル捕捉活性
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レーパウダー Korumaでは 482μmol AsA当量と低い値で A社製品の約 1／ 16の活性であった．
洋風カレーのパウダー 100g当たりのラジカル捕捉活性は 5,030～ 3,150μmol AsA当量で日本












辛料の DPPHラジカル捕捉活性を図 2に示した．20種類の香辛料を活性の高い順に 5つのグ

















μmol AsA 当量／ 100g）
と最も活性が低かった
レッドペッパー（1,810






図 2  カレーパウダー（A社製品）に含有される香辛料の DPPHラジ
カル捕捉活性



















品の活性は 445～ 495μmol AsA当量であっ
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と，B社製品のルウで調製したカレーソースの活性は 623～ 740μmol AsA当量，C社製品の活
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  1） カレーパウダー 100g当たりの DPPHラジカル捕捉活性は，インドカレー（6種類）で 7,560
～ 482μmol AsA当量，洋風カレー（3種類）で 5,030～ 3,150μmol AsA当量であった．
  2） カレーパウダーの中で最もラジカル捕捉活性が高かった A社製品に含まれる 20種類の各
香辛料の DPPHラジカル捕捉活性をみると，最も活性の高かったクローブでは 103,000
図 5 インドカレーおよび洋風カレーの嗜好特性
50 名古屋女子大学紀要 第 50号（家政・自然編） インドカレー，洋風カレーのラジカル捕捉活性および嗜好特性 51
μmol AsA 当量／ 100gで，最も活性の低かったレッドペッパーの約 57倍の活性があった．
各香辛料の含有割合から A社製品の DPPHラジカル捕捉活性に寄与する主な香辛料の寄
与率は，クローブが 22％，シナモンが 14％，ターメリックが 13％，サボリが 11％であった．
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